
 

国連大学校や環境省などと関係の深
い環境パートナーシップオフィス（詳しいホ
ームページはhttp://www.geic.or.jp/geic/）
が主催した講座に招かれ、市民と行政と
NPOの「協働」について講演しました。（
12月7日東京渋谷区。上の写真） 
　人と動物との適切な関係づくりセミナーな
どとは違い、NPOの在り方を考える講座です。
アカデミックな著名講師の講議の前に、現場
からの現実を伝えました。 
　この講座にはNPO関係者のほか、行政の方々
が多く参加しました。ねこだすけの担当講座
が地域ねこをテーマにしたこともあり、新幹
線の日帰り出張で参加された動物担当行政マ
ンもいました。 
　人のために働き、人の役に立つ動物だけが
動物本来の在り方なのかどうなのか？そのよ
うな疑問すらないままに、産まされて見捨て
られる動物が後を経ちません。地域ねこプラ
ンは、単に見捨てられた地域のネコに生きる
機会を与えるだけではなく、人と動物との適
切な関係づくりや、地域環境の保全に関わる
人と人との関係をテーマにしています。 
　営利を追求する企業や法人などが行う多く
の事業は、動物が人のために働き人の役に立
つことを原則にします。地域ねこプランは、
動物が人のために働き人の役に立ついのちだ
けでで良いのかどうなのか？素朴な疑問から
スタートしています。 

愛護動物関連条例や措置要綱
の制定が、地方自治体でにぎわっています。 
　都内の行政区でも既に条例を制定し、また
これから制定を計画している区もあります。
（参考ホームページは 
 
　都内に限らず全国の条例や措置要綱などに
共通点があります。 
 動物が人のために働き、人の役に立つとい
う原則を貫いていることです。 
　その結果「愛護動物問題とは社会現象とな
るほど数の増えたペット」であり、「ペット
問題の解決には飼い主責任の規制や強化が欠
かせない」となり、「動物を手にする一般飼
い主への啓発を条例で行う」ということにな
ります。 
　原則として、条例はその前段の法律を超え
られません。また、法律が地域性に欠けるな
どやそのほかの公平な見方からでも判断され、
なお且つ地域の行政が法の執行をやりにくい
などの合理的な根拠のあるとき、条例も必要
になります。条例がなくても法令順守で行政
執行のできるとき、あえて条例はいらないと
も考えられます。 
　ペットの飼い主以外にも当てはめられる法
令順守の終生飼養や繁殖制限のほか、産業・
展示・取扱業動物はもとより、実験、畜産な
どの動物について、条例の素案にすら問題に
されません。 
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動物は、人の役に立ち人のために働くいのちなのでしょうか？ 動物は、人の役に立ち人のために働くいのちなのでしょうか？ 

http://www.
city.suginami.tokyo.jp/） 
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「モデルプラン」と 
　「ハルスプラン」、比較とその拡がり。 

　上記4者の協働があればうまく行かないはずもあり
ません。しかしながら先のモデルプランとハルスプラ
ンとをよく比較してみますと違いが見えてきます。 

　モデルプランでは地域住民の方よりも、お手伝いを
するボランティアさんの負担が少々多かったのでは、
と感じています。 
　これはモデルプランという全く初めてかつ画期的な
試みがうまくいくかどうか、いや上手くいかせたい、
という行政サイドの意志も少し感じられます。 
　私どもねこだすけは言い続けてまいりました。「地
域住民の方々に特別の負担はございません。ボランテ
ィアさんががんばってくれますし行政も親身になって
サポートしてくれます。ですから町会の皆様、どうか
ご協力ください。」 

　こうサークルにしてみますと本当に「地域ねこ活動」
は地域住民、行政マン、ボランティアさん、皆さんに
とってベストな解決方法と改めて感じてしまいます。
ですのでモデル地区のボランティアさん達は大変な御
苦労をされたことと思いますが結果見事にハルスプラ
ンに受け継がれました。 

　なにがなんでもこの企画を成功させよう、よい結果
を残せばそれがつぎに繋がっていくはず、逆に失敗の
数字を残せば2度と同様の事業は行われないだけでな
く東京都の画期的な野良猫問題解決法は失敗、ならば
排除など別の方法を行政も考えざるを得なくなる、そ
れがさらに地域住民の方々の間で猫をめぐる人間関係
を悪化させる、愛護派と被害派の双方から行政サイド
は突き上げを食らうばかりか、やれ議会質問だの、署
名だの担当行政は余計な仕事が増える、全員が不機嫌
になる、という究極の悪循環に陥ってしまいます。 

　モデルプラン成功の結果、飼い主のいない猫対策（い
わゆる地域ねこ）はある程度地域住民、地域社会で認
知されてきた様子、だから地域住民組織の方にもっと
頼ってみよう、担当地区行政も多少なじんでいるはず
だからもう少し頑張ってもらおう、ボランティアさん
もいるし……。 
　一つのプランの成功を受けて継続されるプランは、
当然前プランの進化したものとなります。つまり本来
の「地域ねこ」=「地域住民主体で認知されている」
ことを強固にする必要があるはずです。 

　最後に…　努力バランスを見ますとなにやら東京都
がおさぼりしているようにも見えますが東京都がモデ
ルプランを立案し、ハルスプランに取り入れ全国にこ
の方法を拡げてくださった大一番の功労者と思ってお
ります。ちなみに長野、兵庫、静岡などでも同様の「モ
デルプラン事業」を行っています。 
　東京都愛護動物主務所管の方々、本当にありがとう
ございます。感謝申し上げます。 

　ハルスプランは30のプランを擁し、2003年から
2012年までの10年間と設定されています。 
　また制定時から5年後にその評価と見直しがなされ
ます。評価によっては見直し対象になってしまうかも
しれません。見直しの結果、プラン廃止などとなって
しまってはえらいことです。どうか皆様、さらなるグ
レードアップになるよう、モデルプランに引き続きこ
のハルスプランを目標にがんばりましょう。 
　このプランに関しておわかりにならないことなどお
ありでしたら、どうぞ私共までご連絡くださいませ。
担当ボランティアスタッフが御相談にのらせていただ
きます。 
　ハルスプランの第二番目に「飼い主のいない猫との
共生支援事業の普及推進」があるのです。大変重要な
位置付けと思っております。 

1
地域住民組織 東京都 

ボランティア 

担当地区行政 

（全体を10として） 

上記4者の努力バランス モデルプラン 

2 2.51.5 4

東京都 

ボランティア 担当地区行政 

4者の努力バランス （全体を10として） 

ハルスプラン 

「飼い主のいない猫」プランの拡がり 

4 12 3

東京都のハルスプランの目的は2つあると感じます。 

このプランを地域にしっかり根付かせる 
地域住民に自然な形で受け入れられかつ地域住民 
の方々主体で継続していくこと 

1.

このプランを都内全域に拡げていく 
特別区に集中しがちだったプランを市町村などに 
も徐々に広げ浸透させていくこと。 

2.

2

3

1.地域住民組織のご理解とご協力 
2.担当地区行政（保健所など）のサポート 
3.東京都のサポート 
4.ボランティアのサポート 

4
者
協
働 

この頁は、ねこだすけ本部担当。 

地域住民組織 

特集 
地域ねこに

地
域のネコを

　都は動物愛護法・改正新法を先取りした形で、動物愛護推進総合基本計画＝ハルスプランを施策にしました。 
「飼い主のいない猫との共生支援事業」は、このプラン第2番目の項目です。 
 

　飼い主のいない猫との「共生モデルプラン」が終わり、
内容はほぼ同じでも、名称のあらたな「ハルスプラン」
の優先項目に位置付けられた、飼い主のいない猫との「共
生支援事業」が実施されています。 
　すでに3ケ所がハルスプラン地区として決定し、ほか
にも申請中の地域が出ています。(平成18年2月現在)
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新宿区にゃんにゃんセミナー 

5年目を迎えました。 

特集 

地域ねこに
地域のネコを

写
真
は
午
前
中
の
「
地
域
ね
こ
個
別
相
談
会
」 

　四谷区民センターロビィで1週間のパネル展の最終日、
同センター集会室で午前中は個別相談会、午後は講座と
パネルディスカッションを行いました。 
　区内にはトラップ・ニューター・リターン（TNR＝ね
この保護、捕獲・不妊去勢手術・返還）を任意で行う多
くの方々がいます。しかし、地域住民との相互理解が得
られにくい為もあって、ここでもさまざまな苦情を寄せ
られます。 

　区では都のハルスプランの優先項目、「飼い主のいな
い猫との共生支援事業」を、地域と合意のもとで区民と
同じ目的を目指す「地域ねこ対策」という独自の方法で
行っています。 

●野良ねこ苦情対策やねこの保護など
を求められた行政が、「地域ねこ」を
施策に取り入れ、市民に協働を促すこ
とがあります。この方法を仮に「行政
主導型」地域ねことしてみます。 
 
■住民が任意で続ける、TNR(ねこを
トラップ／保護・捕獲し、ニューター
／手術の後、リターン／戻す。）行動
を、地域環境問題の解決方法として、
行政に対して合意を求め、行政の力を
借りながら地域に根付かせる、比較的
限られたエリアの「地域ねこ」のスタ
イルを「住民主導型」地域ねことに分
けて、その違いを見ると‥‥。 
 
●行政主導型は、施策地域ねこ（地域
行政管轄内の広いエリアが対象） 
■住民主導型は、定点地域ねこ（参加
する住民の住居エリアなどのほか、比
較的狭い地域） 
 
●行政主導型は、TNR行動の実行者が
限られやすい（管轄内を実行者が移動
しながらの対策） 
■住民主導型は、TNR行動の参加と実

行者が定点に分
散（住居エリア
ほかの狭い地域
の対策） 

●行政主導型は、TNR行動や地域ねこ
の理念やそのほかを措置要綱などとし
て定義付ける場合が多い。 
■住民主導型は、TNR行動や地域ねこ
の理念を、狭い地域の実情に合せて流
動的に行う場合が多い。 
 
●行政主導型は、定例の会議開催や行
動の執務拠点、期間、予算などを決め
ることが多い。 
■住民主導型は、地域ねこの理念を住
民有志などが随時行い、狭い地域での
定着を進めることが多い。 
 
◆住民主導型と、行政主導型の複合ス
タイルもあります。地域ねこ推進のボ
ランティアリーダーなど第三者と、地
区のTNRの実行者が「地域ねこ」に合
意し、その上で行政とも合意を成立さ
せて、合意成立した行政が地区の住民
に理解と参加を促す方法です。この方
法は、行政施策としての措置要綱や定
例の会議開催、予算などを決めなくて
も行われます。 
 
●行政主導型は、動物を思い行う住民
有志の熟達者チーム制などによる、複
数の地域特定・移動行動型が多い。 
■住民主導型は、住民有志などのTNR
行動を地域が認める、地域限定行動が 

多い。 
 
◆複合型は、住民有志（迷惑苦情・動
物保護の双方）の提案をうけて、行政
と経験者が該当の地域に方法などを伝
えることによって「新たにはじまる地
域住民活動」が多く、単一町会から町
会連合会に広がった事例もあります。 
 
　都が「飼い主のいない猫との共生支
援事業」(通称／地域ねこ)を決めるサ
ンプルとして、3年間行った同モデル
プラン認定20地域では、住民主導型
をきっかけにした、住民行政複合型の
割り合いが高くなっています。 
　地域ねこプランになくてはならない、
トラップケージ（ねこ捕獲用具）を、
住民主導型の一つの地域では数台で足
りると判断し、同じく行政主導型では
数十台の必要性を思いました。 
　前者は、TNRを地域に根付かせる方
法を活かし、後者は、短期間に数十頭
のTNRを果たして、新たな対策現場に
つなげるようです。 
 
　どちらも、地域のネコを地域ねこに
しています。 
 
　「地域ねこ、100か所あれば100
通り。」‥でしょうか？ 

写真は午後のパネルディスカッション。 

主催 
新宿区保健所 

協働 
NPOねこだすけ 

新宿区の「地域ねこ対策」は、「行政主導型」と「住民主導型」の複合スタイル？ 

パネル展・11月29日～ 
講座・12月4日 

去年、 

動物エッセイスト加藤由子さんの講演と司会のパネル
ディスカッションには、地域ねこ対策の3地区から住民
ボランティアリーダー4名がパネラーで参加しました。 
　地域ねこを行うきっかけは？…「身近の困ったことが
らを解決するアイデアに、町内の問題として参加してい
るにすぎない。」 
　また、地域ねこのボランティア活動は、「時としてボ
ランティアの一般的なイメージに思われる、ある種の特
別な意識や感情からや、リーダーシップを得る目的から
の行いではない」という姿が伝わりました。 
　普通のことに、ちょっとしたきっかけから参加して続
けているだけのことを強く感じました。 

個別相談会 地域のネコのTNR活動を適切な地域ねこに
進める目的で、区の行政マンとねこだすけボランティアが、

地区の方そ
れぞれの事
情に合う具
体的な対策
方法を話し
合います。 
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ども。つれづれなるままに、その日暮らしなすぱろ→です
(^^;) 
　お見知りおきの方、お初お目にかかります方々、いかがお
過ごしでしょうか？みな様のにゃんたちへのアツいお心遣い、
心より感服致します。 
　ねこだすけの学生部代表としてはや5年、学生といえる歳
もすでに○年…過ぎつつある3月も初旬。 
　ニュースの枠は埋まらずイカレPCとにらめっこ中の相変
わらずすったもんだな事務所。 
　ひょんと現れた私に白羽の矢が立ちまして。おまけだから
何でもいいってんで引き受けちゃい
ましたけど。すっ飛ばかすか否かは
ご自由に。 
 
んー、事務所にご相談いただく問
題というのは、猫どう捕まえたらい
いですかとか、御近所さんともめてる
んですけど…と地域猫のやり方について
が多いもの。 
　しかれど、こういう活動に関係ない
とこで普段ネコについて色々聞かれる
バヤイ、みんな疑問や不安がわくのっ
てやっぱ飼いたてやおチビの時が圧倒的なわけで。 
　つまりネコの基本的な飼い方の部分ですね。私自身最近ち
びにゃんから面倒看るってことがなかったので、飼育上起こ
る諸問題や病院の現状・口コミに疎くなってきてるんですよ。
「うちの時はこうしたけど…」って何年も前のこと教えたっ
て事情は年々変わってるし、おまけに当方地方出身者なもん
だから傾向もかなり違う。 
　餌やトイレの砂はどんなのをと聞かれてもそういやどうだ
ったっけ？と首をひねる。しかも地域猫をやってる以上、外
でみていくって観念がメインにあるゆえ、実際にうちで飼う
という立場ではジャストな意見を言えてないなぁと悔やまれ
ることしばしば。 
　避妊手術や行政法規なんかについてもまあ微々たるもので
すが知り得て、でもそれもデスクワーク主できているから限
りがあるし。 

　己、未だ若輩ものっス。常に“今”現場の動向をチェック
しつつ、ネコとの関わり方はそれこそいくらでもあり得るっ
てこと把握しとかなきゃいけませんね。 
　で、日々お勉強です。 
 
そんなこんなでいつまでも学生気分。しっかし、なかな
かどうして、この活動あんまし集まらないんですよねぇ若年
齢層が(笑)。 
　仕方なくダラダラ学生代表の座を引きずっております。で
もね、今度中学生さん御一行が見学に来てくれるんだそうで。
嬉しいなぁ。。 
　以前も卒論のテーマにとか、社会勉強にっていらっしゃっ
たりした方が稀にいたんですけど。各大学でもネコサーク
ル立ち上げてやってるとこありますよね。 
　この活動やってて一番必要なのはね、ぶっちゃけ猫
の扱い云々じゃなくコミュニケーション力なんです。 
 ネコ好きな人ダメな人、色々いるけど最終目標猫と
の共生の為に、いかにみんなの関係を繋いでいけるか。 

　対話の大事さって、学生とか早いうちに知
っておいたほうが得ですよ。 
　社会に出ていくにあたってメチャ実感。
ついでにネコや動物に関する現状なんか

もちょい聞きかじっておいて、そのウケ売りどこぞで振りま
いてくれればありがたやって思います。 
　 
ってなわけで、新入部員常時ぼしゅーちゅー♪ 
　今なら次期代表のいすはアナタのもの。 
　初々しき若人よ来たれ！ 
　気持ちは若いのよってのも、モチ大歓迎！！ 
 
いぢょ、 
すぱろ→のぼやきでした★ 

地域ねこプランをささえる裏方さん 

お
勤
め
帰
り
に
、 

事
務
所
で
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ク
。
夜
食
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食
卓
に
、
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ろ 

↓
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ん
も
…
。 

上
は
ご
実
家
の
、 

リ
ー
ド
ね
こ
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協働、つまり同じ目的を目指して行うタウン
ミーティング、セミナー、相談会などの開催費
用がねこだすけに支払われることは、今まであ
りません。多くの皆さまのご参加を願い、入場
無料です。 
 
ねこや動物に対する、さまざまな不適切な
事態は日常的です。改善に向けた合意形成の活
動や資料づくりに日々追われます。 
 
不幸なねこに手を伸べるチームメンバーや
ヘルパーへの組織的なサポートも「感情労働」
の「できることを、できる範囲で」のモットー
からいつまでも抜けだせません。行動範囲も縛
られ、ねこの保護救済の日常的で多彩な事態に
毎日悩みます。 
 
人と動物との極めて適切な関係を思う、小さ
な命にやさしいまちづくりの活動は、多くの皆
さまのご支援にささえられています。 

地域ねこプランの実行が広がっています。どうぞ引き続
きご支援をよろしくお願いいたします。 
 
近日、ねこだすけが間借りしている執務拠点 
移転のため、保管場所がさらに手狭になりま 
す。従来にも増して到着支援物資の素早い配 
送を強いられ、見えにくいコストも膨らみ 
ます。移転は近所のビルの倉庫室をリフォ 
ームした後を予定しています。整い次第住 
所などをご案内いたします。 
 
●ご不要になった未使用の切手・書き損じ 
ハガキは、郵パックや資料送付に転用します。 
未使用のテレフォンカード・古い収入印紙は換金 
も容易です。 
 
●どうぞご支援、ご寄付をよろしくお願いいたします。
　 

※移転後は郵便・宅配などを、移転先宛に転送の手続きをします。 
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動
物
愛
護
に
理
解
の
有
る
任
意
団
体
の

Ａ
Ｐ
Ｌ
に
協
力
を
求
め
、
ね
こ
だ
す
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込
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で
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●
貸
出
期
間
は
一
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内
で
す
。 

●
期
間
を
超
え
る
際
に
は
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一
度
返
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し
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い
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点
検
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ま
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（
※
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配
備
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扱
い
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ま
す
。
点
検
整
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連
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さ
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。
） 

●
貸
出
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も
又
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く
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い
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そ
の
都
度
必
ず
規
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す
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） 

●
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出
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配
備
共
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既
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一
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え
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場
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は
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ラ
ッ
プ
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（
最
近
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番
号
通
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さ
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方
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除
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す
。
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入会お申込・お問い合せは… 
電話・Fax. 
 
郵送・宅配 

03-3350-6440  
 
〒160-0016 東京都新宿区信濃町10 
NPO ねこだすけ 

口座番号　00130 - 9 - 362975 
加入者名　ねこだすけ 

振替用紙通信覧に下記点線内の必要事項をご記入ください。 

お申し込み年月日：　お名前： 　ご住所／郵便番号： 　お電話番号： 
Fax番号：　会員種別：　年会費：　　　　円 

電話とIPフォンはFax.併用です。スタッフシフトが不定期のため、ご相談日を除きお手数ですが、お名前・〒ご住所・お電話番号・なるべく
Fax.番号・お問い合わせ内容を手短にご記入の上ファクシミリ送信か郵送をお願いいたします。折り返しのご連絡には時間のかかる場合もあ
りますが悪しからずご容赦ください。(※Eメールでのご相談受付シフトは整っていません。)

http://www.nekodasuke.net

ご支援、ご賛同をいただきますと… 
小さな声を大きく強く!!　地域ねこネットワーク!!

A 
B 
C 
D 
E 
F 
G

高校生以下 
個　人 
個　人 
個　人 
個　人 

法人・団体・企業 
年会費を除く随時 

1,000円 
3,000円 
5,000円 
7,000円 

10,000円以上 
5,000円以上 

ジュニアパートナー 
パートナー 3 
パートナー 5 
パートナー 7 
サポーター 
スポンサー 
ご 寄 付 

会員種別 摘　要 年会費 

ねこだすけニュースをお届けし、動物の擁護や福祉の普及啓発広
報事業などをお知らせします。 

●アクション会員やサポーター会員、パトロン制度などの区別はありません。
　特別の場合を除き活動へのご参加は任意で、ご自由です。 

ねこだすけへのお誘い 
　
ね
こ
だ
す
け
は
小
さ
な
い
の
ち
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
１
年
間
に
１
０
０
万
匹
も
の
ね

こ
が
不
幸
に
死
に
ま
す
。
少
し
の
手

助
け
で
不
幸
な
ね
こ
を
な
く
せ
ま
す
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
ね
こ
や
動
物
に
今
で
き

る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
行
い
、
次

の
世
代
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

ね
こ
や
動
物
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

　
ね
こ
の
保
護
や
救
済
、
通
院
な
ど

の
他
ご
相
談
に
お
応
え
し
、
人
と
動

物
と
の
適
切
な
関
係
づ
く
り
の
風
潮

を
広
げ
ま
す
。
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
働
き
か
け
、
協
力
を
促
し
ま

す
。 

　
ね
こ
を
快
く
思
わ
れ
な
い
方
や
、

行
政
と
一
緒
に
協
働
し
、
同
じ
目
的

の
地
域
ね
こ
プ
ラ
ン
を
進
め
ま
す
。 

　
ね
こ
や
動
物
保
護
の
活
動
は
、
政

治
や
思
想
に
中
立
で
営
利
を
求
め
ま

せ
ん
。
超
党
派
の
議
員
、
大
勢
の
ド

ク
タ
ー
か
ら
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ね
こ
だ
す
け
は
、
ね
こ
や
動
物
を

思
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
運
営
さ
れ
、
地
域
ね
こ
＆

ど
ー
ぶ
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
ま

す
。 

　
ね
こ
だ
す
け
は
、
動
物
を
愛
お
し

む
様
々
な
立
場
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
い
の
ち
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
活
動
に
賛
同
し
て
い

た
だ
け
る
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ

会
員
に
な
っ
て
支

え
て
く
だ
さ
い
。 

ご入金確認日の前月までを会員年度(※宛名シールに印字されて
いる期日)とさせていただきます。金融機関やATMをご利用の
際には会員ご本人とお振込名の相違などで確認が困難な場合も
ありますので、お手数ですがFaxなどでのご連絡をお願いいた
します。金融機関はみずほ銀行とさわやか信用金庫をご利用い
ただけます。●会員年度の間違いや、このニュースが不適切に
届けられた際にはご容赦ください。 

いのちにやさしいまちづくり 
人と動物と、すてきな関係・・・ 

※寄付金：　　　　円 
※ご寄付のある場合やご寄付のみの際にはご記入をお願いいたします。　 

郵便振替 

活動 地域ねこプランや、ねこの保護救済以外の活動内容 

資
料
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。 

　
　
ご
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

※地域ねこプランが拡がっています。 
　どうぞ対策費のご寄付をお願いいたします。 

●動物愛護の普及や啓発 
●動物の法令の普及啓発と実行の推進 
●全国の愛護動物行政に対する適切な執行のお願い 
●不適切な行政措置や慣行による違法措置などの改廃 
●緊急災害時、動物救済要綱などの制定推進 

●不適切に飼養される動物の改善 
●生物多様性に関する動物の保全 
●不適切な動物愛護風潮の抑止 
●動物擁護の普及 
●動物福祉の推進 

●動物愛護普及啓発イベントの開催 
●動物ネットワークの推進 
●学習会や相談会 
●ねこの譲渡・飼い方相談 
●チームや支部などの支援ほか 

050-3412-9794IPフォン 

　
規
定
の
貸
出
申
し
込
み
書
式
が
あ
り
ま 

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い
。 

●
貸
出
無
料
で
す
が
、 

　
送
料
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。 

●
貸
出
期
間
は
、 

　
一
回
に
つ
き
最
長
一
ヶ
月
で
す
。 

vol.28

●現在APLに在庫がなくなり、緊急に軽量型を製造しています。只今、平成18年3月現在で頒布お申込み分は「入庫時優先出庫」扱いとさせて
いただきます。また、TNR(保護・手術・返還)を急がれる大勢の皆さまにタイムリーに貸出すため、活動時期の関係などでトラップを保管中の
皆さまには一度ご返却いただけますようお願いいたします。 

ねこだすけニュース・号外・会員の皆さま号は、ホームページからプリントできます。　www.nekodasuke.net

※NPO制度の構成員(例：会社などの社員に当たる)を正会員といい、
A～Fはいづれも賛助会員です。種別は会費のご負担額をお選び
いただけることを目的にしており、次年度より変更できます。 


